







The public policy of “musiques actuelles” in France
Akane NAGASHIMA
School of Music,
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558, Japan
Abstract
France plays an important role as a center of high culture, classic and modern arts in the world. According 
to JNTO （Japan National Tourism Organization） reported, France was ranked as the first tourist in the world 
with 74 million foreign tourists in 2009, the Second was America /2009 year 54,9 million people）. Most 
Japanese visited France as tourist with art interesting, especially the music and concert. However, there is lit-
tle published information on the brief introduction to the French public policy on music. Currently, more re-
searcher have gradually increasing their study focusing on the abundant cultural France. In order to give 
more information about France culture for the cultural policy in modern Japan, My study aim is to set out 
significant elements on culture which has been such an important feature of modern French intellectual life. 
My primary focuses on the music field of France, especially the public policy of “Musiques Actuelles” which 



























1959 年 7 月 24 日　文化省の組織に関する政令（Décret n°59-889 portant organisation du ministère 







































































思を実現するものであった．ちなみに，この「音楽の祭り（fête de la musique）」という語は，フランス語



















ズとロックである．ここで 1973 年から 1989 年にかけて文化省の調査研究部門によって行われた『フラ
ンス人の文化活動の実践に関する調査』10）を見てみたい．調査内容としては，1973 年に 2000 人，1981
年に 4000 人，1989 年に 5000 人を対象として，性別，年齢，学歴，地域などのカテゴリー別に音楽活
動の実践状況が調査されている．ここでは，年齢や性別，社会階層と鑑賞する音楽分野の相関関係を指
摘する一方で，調査対象となっていた約 15 年間は，レコードやカセットテープ，FM ラジオ放送を通
じた自宅での音楽鑑賞が拡大し，いわば「音楽ブーム」（le boom musical）であったと述べている．調査
結果は下図の通りである．
15 歳以上のフランス人のうち； 1973 年 1981 年 1988 年
音楽鑑賞機器と媒体を所有している人
・hi-fi 装置  8 29 56
・hi-fi 以外のレコードプレーヤ 53 53 31
・レコード 62 69 74
・カセットテープ 調査無し 54 69
所有する媒体の音楽分野    
・歌謡曲 61 71 72
・ロック，ポップ，フォークソング 35 49 47
・クラシック音楽 39 42 49
・ジャズ 30 30 32
・オペラ音楽 13 13 19
主にラジオを聞く人    
・歌謡曲 12 20 22
・クラシック音楽  2  2  3
レコードやカセットテープを鑑賞する頻度    
・概ね毎日  9 19 21
・1 週間に 3-4 日  6 12 11
・1 週間に 1-2 日 20 20 16
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・1 ヶ月に 1-3 日 14 12 12
・それ以下 17 12 13
・1 年以内には鑑賞していない 34 25 27
1 年以内にコンサートやショーに出掛けた音楽分野    
・ミュージックホール 11 10 10
・クラシック音楽  7  7  9
・ロック及びジャズ  7  10 13
・オペレッタ  4  3  3
・オペラ  3  2  3
『フランス人の文化活動の実践に関する調査』より，音楽鑑賞とその形態（%）
出典：O. Donnat et D. Cogneau, Les pratiques culturelles des Français 1973-1989, La découverte, 
La documentation Française, 1990, p.57, p.59. 尚，単位は %，ロック及びジャズの 1973 年及
び 1981 年における質問は，「ポピュラー音楽或いはジャズのコンサート」
この調査から，所有する媒体の音楽分野は，1974 年から 1981 年かけては，歌謡曲やロック，ポップ
音楽の伸びがみられるが，1981 年から 1989 年では，概ね横這いか寧ろ減少している．反対にクラシッ
ク音楽やオペラは，1974 年から 1981 年では概ね横這いで，1981 年から 1989 年にかけて増加している．
ジャズは調査各期を通じて横這いである．また，媒体の要らないラジオ鑑賞では，歌謡曲がクラシック
音楽に比べて圧倒的に多いことを示している．更に，コンサートや興行といった，より日時に制約され
る鑑賞形態では，クラシックが 1981 年から 1989 年にかけて約 40% の増加率である．ロック及びジャ

















































































































Fandt ／ 40 団体加盟，② 1990 年創設のジャズ及び現在の音楽の学校連盟である Fneijima ／ 32 校加盟，
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③ 1991 年に創設されたロック音楽の放送を行う地方ラジオ局の連盟である Ferarock ／ 28 局加盟，④
1993 年創設のジャズ及び現在の音楽のイベントを主とする団体の連盟である Afijima ／ 30 のイベント
が加盟，⑤ 1994 年創設の現在の音楽に関するコンサート会場の連盟である














算は，2010 年度比 40% 減16）となっており，今後の進捗状況が注目される施策である．
4-4．「現在の音楽」国民会議の発足
1998 年には文化省は，ジャズの専門家でスタジオも運営しているアレックス・デュティ（Alex 


































演奏時間は（教育用は除く）2800 万時間，アーティスト 7000 人，研修 2000 講座，企画マネジメント会











なお本稿は，平成 23 年度科研費「若手研究 B（課題番号 22720072）」の成果の一部である．
注
1）  観光庁ホームページ　http://www.mlit.go.jp/kankocho/siryou/toukei/ranking.html?print=true&css=（2011 年 8 月 11 日
最終アクセス）
2）  永島茜『現代フランスの音楽事情』大学教育出版，2010 年など．
3）  正式名称は，文化事業省（Ministère chargé des affaires culturelles）である．なお本稿では，この後にも文化を管轄
する省庁の名称が変更されている場合でも文化省と称する．
4）  A. Veitil et N. Duchemin, Maurice Fleuret : une politique démocratique de la musique, Comité d'histoire du ministère de 
la culture, 2000, p. 151.
5）  Ibid., p.152.
6）  Ibid., p.155.
7）  アニマシオン活動は「人々の関心を呼び覚ますようにする教育的手段」（ジュヌヴィエーヴ・プジョル，ジャン
＝マリ ・ーミニヨン（岩橋恵子監訳）『アニマトゥール－フランスの社会教育・生涯学習の担い手たち』明石書店，
2007 年，p.47.）であり，19 世紀の民衆教育を経て，1960 年代から社会プロジェクトとして，都市化のなかで特
に郊外団地などの地域の活性化を目指して発展した．1970 年代からは，青少年・スポーツ省によってアニマシ
オン活動を行うアニマトゥールの専門免状も設けられ，これには音楽に関するものもある．
8）  G. Castagnac, Le déveleppoment des musiques actuelles et leur entrée en politiques publiques; intervention pour la FNCC, 
2006, p.2.
9）  Comité nationale de la musique.
10） O. Donnat, et D. Cogneau, Les pratiques culturelles des Français 1973-1989, La découverte, La documentation Française, 
1990.
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11） A. Veitil et N. Duchemin, op.cit., pp.162-163.
12） 日本の NPO 法人のような非営利団体であるが，届出を行うかどうか，また公益性を承認される必要があるか
どうかはその団体が自ら決定する．これらの違いによって，活動の範囲が異なる．
13） A. Veitil et N. Duchemin, op.cit., pp.172-173.
14） G. Castagnac,op.cit., p.1.
15） Circulaire du 18 août 1998 sur les SMAC, Scène de musiques actuelles
16） Assemblée nationale, Rapport No.2857, pp.32-33.
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